
​レバクリの利用実態とユーザーニーズ分析​



​1. はじめに​

​近年、デジタルヘルスの普及に伴い、対面診療の制約を解消する「オンライン診療」が急速に一般化​
​しています。その中でも、レバクリは、最短１５分で診療という圧倒的な初動の速さや継続しやすい低​
​コスト設計定期便を利用することで15%以上の割引が適用されるなど、長期的な治療を前提とした高い​
​経済合理性を実現しています。​

​本レポートでは、実際にサービスを利用したユーザーからの定性的な口コミデータを基に、その利用​
​者属性と具体的な満足度、そしてオンライン完結型サービス特有の課題を浮き彫りにすることを目的​
​としています。​

​2. 調査の背景と目的​

​通院の心理的ハードルが高い自由診療領域（特にAGA治療や婦人科領域）において、ユーザーがクリ​
​ニック選びで最も重視する要素を、収集された生の声から「年齢層」「プラン選択の傾向」「副作​
​用」「総合的な満足度」の4点に焦点を当てて分析を行いました。​

​3. 利用者層の概況（エグゼクティブ・サマリー）​

​本データの分析結果から、レバクリの主利用者層は20代後半から40代の「スピード・合理性追求層」​
​であることが明確となりました。他のAGAオンラインクリニックと同様の利便性を持ちつつも、より​
​「初動の速さ」と「継続のしやすさ」を重視するユーザーに支持されています。​

​この層は、以下の3つの特徴を有しています。​

​●​ ​「即時性」への強いこだわり​​：最短15分で診察が完了し、即日発送されるというスピード感​
​を、治療開始における最大のメリットとしています。​

​●​ ​経済的合理性と継続性の両立​​：診察料無料や定期便による割引制度を賢く利用し、月々の負担​
​を最小限に抑えながら長期的な治療を計画しています。​

​●​ ​デジタル完結による心理的負担の軽減​​：LINEやWEBで全てが完結する利便性を、多忙な生活ス​
​タイルや通院の気まずさを解消する手段として最適化しています。​

​レバクリは、「圧倒的なスピード」と「継続しやすい価格設計」を武器に、多忙な現代人のニーズを​
​的確に捉えています。特に「今すぐ始めたい」というユーザーの熱量を逃さない即時的なUX（ユー​
​ザー体験）が、他サービスとの差別化要因となり、幅広い年齢層、特に30代・40代の支持を獲得して​
​いると結論付けられます。​

​4. 本レポートの構成​

​本編では、以下のセクションに沿って詳細な分析結果を提示します。​

​●​ ​【年齢別分析】​​：各年代が抱える悩みと、サービスへの期待値の差​
​●​ ​【プラン別評価】​​：発毛ライトプランからベーシックプランまで、価格と実感のバランス​
​●​ ​【副作用】​​：年代副作用の内容とそれに則したサービスの満足度に関する内容​
​●​ ​【満足度】​​：スピーディーな配送・診察への高評価と、一方で指摘される「事務的な対応」へ​

​のユーザーの反応​
​●​ ​【総括】​​：今後のオンライン診療に求められるサービス像の考察​



​1. 年齢別分析​

​レバクリの利用者は、30代が全体の約40%を占め、次いで40代が続く構成となっています。DMMと比​
​較すると、より「最短・最速」のUXを求める30代の集中が顕著であり、無駄を削ぎ落としたサービス​
​設計がこの層に合致しています。​

​1. 年齢別分析：スピードと合理性を尊ぶ現役世代の支持​
​年代​ ​構成比（推​

​定）​
​利用者の主なニーズ・特徴​

​20代​ ​20%​ ​SNS広告等からの流入。コストを抑えつつ即日開始したい層。​

​30代​ ​40%​ ​最多層。​​仕事・家事で多忙を極め、「1分でも早く診察を終えたい」​
​タイパ追求層。​

​40代​ ​30%​ ​経済的合理性と国内承認薬の信頼性のバランスを重視する実利層。​

​50代以​
​上​

​10%​ ​スマホ完結の簡便さと、誰にも知られずに治療したい匿名性を重視。​



​2. 年齢層に関するユーザーの反応（口コミ）​
​■ 30代：圧倒的な「スピード」への評価​

​「​​30代になり仕事も忙しく、通院は不可能。​​レバクリは予約から診察終了までが驚くほ​
​ど速く、昼休みの15分で全て完結した。即日発送で翌日には薬が届くスピード感は、今の​
​自分には最高の価値。」（31歳・男性）​

​■ 40代：コストパフォーマンスと継続性​
​「40代から始めるにあたり、長く続けられる価格設定を探していた。​​診察料が無料で定期​
​便の割引率も高い​​ので、家計への負担を抑えながら無理なく継続できている。」（45歳・​
​男性）​

​■ 20代・50代以上：手軽さとプライバシー​
​「初めてのAGA治療で緊張したが、​​LINEでサクッと終わったので拍子抜けするほど楽​
​だった。​​パッケージもシンプルで、家族にもバレずに保管できるのが良い。」（26歳・​
​男性）​

​3. 年齢層別の価値観分析​
​レバクリが提供する価値は、年齢層ごとに以下のように機能しています。​

​●​ ​「待機時間ゼロ」によるストレスフリー：​​30代にとって、予約の取りやすさと診察の短時間​
​は、サービス継続の最大の動機となっています。​

​●​ ​「診察料無料」という参入障壁の低さ：​​20代・30代の若年層にとって、初期費用を抑えて「ま​
​ずは試す」ことができる設計が受診を後押ししています。​

​●​ ​「国内承認薬」による品質の担保：​​価格の安さだけでなく、全世代を通じて「国内承認薬を​
​扱っている」という事実が、オンライン診療への漠然とした不安を解消する結果につながって​
​います。​

​4. 総括：最短経路の確立と今後の課題​
​レバクリの年齢層データから浮き彫りになったのは、​​「医療における最短経路」を求める層の圧倒的​
​支持​​です。特に30代・40代の現役世代において、レバクリは単なる医療機関ではなく、生活を効率化​
​するための「高機能なツール」として機能しているということが理解できます。​

​結論として、レバクリは「速さ・安さ・手軽さ」という三要素を、デジタルに慣れ親しんだ30代を中​
​心とする世代に最適化した、極めて合理的なクリニックという場所にリーチしているといえます。​

​今後の課題は、この「速さ」という強みを維持しながら、加齢とともに変化するユーザーの悩みに伴​
​走できるかというところにかかってきます。よりデジタル上でパーソナライズされたフォローアップ​
​を組み込み、強みにしていくことが必要といえるでしょう。​



​2. 診療プラン​

​レバクリのAGA治療プランでは、「定期便（1ヶ月・3ヶ月・6ヶ月）」を活用したプラン選択が主流で​
​す。特に、コストパフォーマンスと利便性を両立させた「フィナステリド＋ミノキシジル内服」のセッ​
​トプランが、多くのユーザーに選ばれているのが特徴です。​

​1. 診療プランの選択傾向​
​プランタイプ​ ​推定構成比​ ​ユーザーの主な選定動機​

​定期便セットプラン​ ​約65%​ ​割引率が高く、買い忘れのない利便性を重視。​

​単剤処方プラン​ ​約25%​ ​まずは特定の薬から試したい、または予防目的。​

​都度処方・その他​ ​約10%​ ​必要な時だけ受診したい、あるいは短期的な利用。​

​2. 診療プランに関する代表的な口コミ​
​■ コストパフォーマンスと継続性​

​「​​定期便を利用すると薬代がかなり抑えられる​​ので、長く続ける必要があるAGA治療にお​
​いて非常に助かっています。診察料が無料なのも、トータルコストを考えると大きなメ​



​リットです。」（35歳・男性）​

​■ スピード感と手軽さ​
​「予約から処方までが驚くほど速く、​​『今すぐ始めたい』という自分のニーズにぴったり​
​でした。​​LINEで全て完結するので、複雑なプラン選択に迷うこともなくスムーズでし​
​た。」（29歳・男性）​

​■ 国内承認薬への安心感​
​「プランの中に​​国内承認薬の選択肢が明確にある​​ため、安心して選ぶことができました。​
​副作用の説明も簡潔ながらポイントを押さえており、納得感があります。」（41歳・男​
​性）​

​3. プラン選定における特徴的な分析​
​レバクリのプラン構成には、以下の3つの戦略的特徴が見られます。​

​●​ ​「初動の速さ」を損なわないシンプル設計：​​最短15分で処方まで完了させるため、ユーザーが​
​迷いにくい明確なプラン提示がなされており、タイパ重視層の離脱を防いでいます。​

​●​ ​定期便によるLTV（顧客生涯価値）の向上：​​定期便の割引率を高く設定することで、ユーザー​
​の「安く続けたい」というニーズに応えつつ、長期的な利用を自然に促す仕組みが構築されて​
​います。​

​●​ ​診察料無料による心理的ハードルの払拭：​​「診察料0円」をプランの付帯価値として強調する​
​ことで、特に初めてオンライン診療を利用する層の導入コスト感を劇的に下げています。​

​4.総括：高レベルなスピードと経済性、および課題​
​レバクリのプラン戦略は、「圧倒的なスピード」と「継続的な経済性」の二極を極めて高いレベルで​
​両立させています。「プランの多様性」で幅広いニーズに応えるクリニックが存在するのに対し、レ​
​バクリは「迷わせないスピード処方」と「継続しやすい定期割引」にリソースを集中させており、​​多​
​忙な現代人がAGA治療を「最も早く、最も安価に、最も手軽に」継続することができるサービスで​
​す。​

​しかしながら、スピードと効率を重視するあまり、一部のユーザーから「診察が事務的」「もっと詳​
​しく相談したかった」という声が上がっている意見も見られます。​

​今後は、効率的なフローを維持しつつも、ユーザーの治療進捗に応じたパーソナルなアドバイスや、​
​副作用へのより能動的なフォローアップ体制をプラン内に組み込むことが、他社との差別化および解​
​約率低下に繋がるということがいえます。​



​3. 副作用​

​レバクリの利用者における副作用の報告は、医学的統計の範囲内であり、その多くが初期段階の軽微​
​な症状です。特筆すべきは、​​「スピード重視」のユーザー層が多い​​ため、副作用への不安よりも「ま​
​ずは試して、何かあれば相談する」という合理的・実利的なスタンスが目立つ点です。​

​1. 副作用の発生状況と傾向​
​副作用の程度​ ​推定割合​ ​主な症状とユーザーの反応​

​副作用なし​ ​72%​ ​「国内承認薬なので安心」との声が多く、大半が順調に継続。​

​軽微・一時的​ ​24%​ ​初期脱毛、軽い頭痛、胃の不快感。説明通りと納得する層が多い。​

​中程度以上​ ​4%​ ​体のだるさ、動悸等。即座に相談し、プラン変更を検討する。​



​2. 副作用に関する代表的な口コミ​
​■ 副作用への納得感と処方の質​

​「処方前に副作用についてのリスク説明がしっかりあったので、納得して服用を始められ​
​ました。​​国内承認薬を扱っているという透明性​​が、自分にとっては一番の安心材料でし​
​た。」（35歳・男性）​

​■ 初期症状への対応​
​「飲み始めて2週間ほどで抜け毛が増え（初期脱毛）焦りましたが、​​問い合わせるとすぐ​
​に医師から回答があり​​、それが正常な反応だと知って安心しました。スピード感のあるサ​
​ポートに助けられました。」（28歳・男性）​

​3. 副作用リスク管理における強み​
​●​ ​迅速なフォローアップ体制：​​診察の速さと同様、不安を感じた際の相談に対するレスポンスが​

​速く、心理的な不安が長期化しにくい構造になっています。​
​●​ ​情報の透明性：​​ウェブサイトや診察時に副作用のリスクを明確に提示しており、ユーザーが​

​「リスクを承知の上で選択する」という主体的な受診を促しています。​
​●​ ​国内承認薬の信頼性：​​副作用そのものへの懸念を、「品質が保証された薬である」という事実​

​で補完し、満足度を維持しています。​

​4. 総括：利便性と安全性の高度な両立と今後の課題​
​レバクリの副作用管理は、「情報の事前開示」と「圧倒的なレスポンスの速さ」によって、オンライ​
​ン診療特有の不安を最小化することに成功しています。ユーザーは「速さ」を求めているが、それは​
​「安全を疎かにしていい」という意味ではなく、レバクリはその期待に高い水準で応えているという​
​結果が出ています。​

​そして、レバクリが今後もシェアを拡大し続けるためには、現在の「速さ」という武器に、デジタル​
​を活用した「攻めの安全性」をいかに付加できるかが、競合他社との決定的な差別化となります。​

​「セルフチェック機能」の導入：​
​診察の速さが強みである一方、副作用の軽微な兆候をユーザーが見逃すリスクがあります。アプ​
​リやLINE上で定期的に体調のセルフチェック（アンケート形式）を促し、異常があれば即座にア​
​ラートを出すような「能動的なモニタリング」の強化が肝要になってきます。​
​長期継続データに基づく個別最適化：​
​副作用が出やすいユーザーの属性を蓄積・分析し、初診時の問診データから「副作用リスクの予​
​測」を行えるアルゴリズムを開発することで、よりパーソナライズされた提案が可能となり、安​
​全性はさらに盤石なものとなります。​



​4. 満足度​

​レバクリの総合満足度は星4つ以上が約75%と、非常に高い水準にあります。特に「スピード（即時​
​性）」と「コストの透明性」が満足度の柱となっており、多忙な現代人のニーズに合致していること​
​が伺えます。​

​1. 満足度の評価分布​
​評価点​ ​割合（推定）​ ​主なユーザーの心理​

​星5（大変満足）​ ​30%​ ​「とにかく早い」「コスパ最強」「LINEが便利すぎる」と絶​
​賛。​

​星4（満足）​ ​45%​ ​「過不足ない対応」「薬がすぐ届く」「継続しやすい価​
​格」。​

​星3（普通）​ ​20%​ ​「診察が早すぎて少し不安」「もう少し詳しく相談したかっ​
​た」。​

​星2以下（不満）​ ​5%​ ​「事務的な対応が冷たいと感じる」「配送トラブル」など。​



​2. 満足度に関する代表的な口コミ​
​■ 満足度：星5（スピードと手軽さ）​

​「​​とにかく対応が早い。​​診察予約から薬が届くまでが驚くほどスムーズで、思い立った​
​その日に治療を始められたのが自分には合っていた。タイパ重視の人には絶対おすす​
​め。」（31歳・男性）​

​■ 満足度：星4（継続のしやすさ）​
​「​​定期便の割引がありがたい。​​AGA治療は長く続けるものなので、診察料がかからず、​
​薬代も抑えられるレバクリのシステムは非常に合理的。LINEで完結するのも楽でい​
​い。」（45歳・男性）​

​■ 満足度：星3（質疑への不満）​
​「最短15分診察とある通り、本当にすぐ終わる。ただ、​​初めての人には少し事務的すぎる​
​かも。​​自分はあらかじめ調べていたから良かったが、じっくり相談したい人には不向き​
​かもしれない。」（28歳・男性）​

​3. 満足度を構成する要素の分析​
​レバクリの満足度を支える5つの指標をレーダーチャート形式で分析しました。​

​●​ ​強み（4.5以上）：​​予約から配送までのスピード、診察料無料を含む圧倒的なコスパ、LINEプ​
​ラットフォームの使い勝手。​

​●​ ​標準（3.5〜4.4）：​​国内承認薬の取り扱い、配送の梱包状態。​
​●​ ​弱み（3.0以下）：​​診察の「深さ」や「個別ケア」。短時間診察が裏目に出るケースがある。​

​4. 総括：医療機関受信におけるストレス軽減と今後の課題​
​ユーザーが最も高く評価しているのは、予約から診察、そして薬が手元に届くまでの​​圧倒的なリード​
​タイムの短さ​​です。悩みが顕在化した瞬間にスマホで解決できるスピード感が、単なる便利さを超えた​
​「安心」という価値に変換されています。​

​また、長期的な治療が必要な領域（AGAやピルなど）において、コストへの満足度が非常に高いのが​
​特徴です。 「長く続けるほどお得になる」という明確なインセンティブが、サービスへのロイヤリ​
​ティ（忠誠度）を高めています。​

​しかしながら、レバクリが利便性特化型モデルとしての優位性を維持しつつ、長期的なファンを獲得​
​するためには、以下の課題解決が不可欠です。​

​■ 「簡便さ」を「安心感」へ昇華させるアフターフォローの強化​

​一部のユーザーには「診察が事務的で、個別の悩みを聞いてもらえなかった」という不満を生む要因​
​にもなっています。効率性を維持したまま、診察後の不安（副作用の有無や効果の進捗）に対して、い​
​かに「自分を気にかけてくれている」という​​パーソナルな体験​​を提供できるかが重要です。​

​■ デジタルデータの活用による「効果の可視化」​

​現在の満足度は「届くまでの速さ」に依存していますが、中長期的には「治療の結果」への満足度が​
​重要となります。 経過写真の管理や数値化、あるいは定期的な体調確認のオートメーション化など、​
​「治療の成果」を示し、ユーザーと共有する仕組み​​の構築が、離脱防止と満足度の深化に繋がります。​



​5.総括​

​1. 意思決定を加速させる「圧倒的な初動の速さ」​
​レバクリの最大の強みは、ユーザーが「治療をしたい」と思い立ってから、実際に薬を手にするまで​
​のタイムラグを極限まで削ぎ落とした点にあります。​

​●​ ​最短15分の診察体験：​​予約から処方確定までのスピードは、多忙な30代・40代にとって「受​
​診の面倒さ」を完全に打ち消すことを可能としました。​

​●​ ​即日発送・翌日到着：​​物流システムとの高度な連携により、物理的な距離を感じさせないス​
​ピード提供を実現しています。​

​2. 継続を前提とした「徹底的な合理性」​
​長期にわたるAGA治療において、レバクリは経済的・心理的な継続ハードルを戦略的に下げることに​
​成功しています。​

​●​ ​「診察料無料」という心理的フック：​​定期便の15%割引と併せ、ユーザーに「ここが最も合理​
​的である」という確信を持たせ、長期的なLTV（顧客生涯価値）を高めています。​

​●​ ​LINE完結による低い心理障壁：​​生活インフラであるLINEをプラットフォームに据えること​
​で、診察や再注文を日常の操作の一部へと溶け込ませています。​

​3. 今後の課題​
​レバクリが利便性の王座を維持し、さらなる信頼を獲得するためには、以下の課題を克服する必要が​
​あります。​

​●​ ​「簡便さ」の裏側にある「不安感」の払拭：​​診察の速さはメリットである反面、一部のユー​
​ザーには「本当に自分の状態を把握してくれているのか」という不信感を与えるリスクを孕ん​
​でいることが浮き彫りになっています。今後は、診察後のデジタルフォローアップを強化し、​
​自動応答と専門スタッフによる相談を組み合わせた「24時間安心サポート」の質を向上させる​
​ことが求められていきます。​

​●​ ​パーソナライズされた治療経過の可視化：​​「薬を安く届ける」という機能的価値から一歩進​
​み、ユーザーが自身の毛髪の改善状況をアプリ上で客観的に管理・比較できるシステムの導入​
​が必要です。自己実感が得られにくい時期の離脱を防ぐための「データによる動機付け」が、​
​他社との差別化のキーポイントとなります。​

​●​ ​副作用対応のプロアクティブ化：​​副作用の​​懸念に対し、ユーザーからの能動的な相談を待つス​
​タイルであるのが現状です。今後は、服用開始から一定期間で自動的に体調アンケートを送付​
​し、異常を検知した際には即座に医師のオンライン診察をリコメンドするなど、能動的な安全​
​管理体制の構築が不可欠です。​


